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世界におくろう 愛と 希望の車いす 

お知らせ 
 

● 希望の車いすの住所を変更しま

した。 

〒176-0012 

東京都練馬区豊玉北1-12-3  

聖書キリスト教会内 5階 

Tel＆Fax 03－5934－4004  

※車いすの寄贈は必ずご一報下

さい。 

● 伊藤忠商事株式会社、アイ.

ティー.シーネットワーク株式会

社のご協力で9月7日(火)タイの

RICDという小児リハビリ病院に

車いすを110台寄贈いたしまし

た。 

● 11月3日(水・祝) 

希望の車いす3年目セレブレー

ション チャリティーイベントが

開催されます。Sax奏者のSteve 

Sacks氏をお迎えし、また、サイ

レントオークション等も行いま

す。詳細は別紙チラシをご覧下

さい。皆様のお越しをお待ちし

ております。 

● 11月16日(火) 

社会貢献支援財団より、社会貢

献の功績を認められ、理事長の

メリー・ペナーが表彰を受ける

ことになりました。 

● 12月14日(火) 

理学療法士の加島さんをお迎え

して、車いすのフィッティング

等の講習会を行います。 

● ボヴィス・レンド

リース・ジャパンから

希望の車いすにエプ

ロンが寄贈されまし

た。 

 

● 車いす贈呈5-9月 

                 

       

2010年8月24日（火）、理事とボランティア、合わ

せて14名で、西東京市にある「日本ウィール・チェ

アー株式会社本社・工場」の見学に行きました。 

日本ウィール・チェアー株式会社は、日本で最初の

オーダーメイド専門の車いす製造メーカーです。

ウィール・チェアーさんからは、いつも多くの車い

すの寄付を頂いており、また今回は実際の整備の

様子や、各種車いすを見学させていただきまし

た。 

本社・工場には、全国から修理の難

しい、特に改造や溶接が必要なものが集めら

れ、また、医師や理学療法士の指導の下、患者

さん一人ひとりに合ったシートを作ったり、レ

ンタル事業も行われていました。 

希望の車いすが海外に送る際、特に留意する点

をいくつか聞いてきました。 

1. サビを避けるために、良く拭くこと、ま

た、室内での保管。海外で使用される方は室

内だけでなく屋外でも使用されます。尐しで

も長く使っていただけるように、メンテナン

スの重要性を伝える必要があると感じました。 

2. ねじを良く締めること、現地でのタイヤの空気

確認。ねじが緩んでいたり、またタイヤに空気

が入っていないと、ブレーキが利かないため、

大きな事故につながります。この事も現地の方

に伝える必要があります。 

日本では、一人ひとりに合った車椅子がほぼ支

給されている状態ですが、海外に送られる車いす

は必ずしも合っているとは限りません。ですが、

毎日使う車いすですから、事故のないように、出

来るだけ体に合った車いすを贈ることが出来るように、整備・点検を十分

にする必要があるなと感じました。 

お母さんの車いす  

 佐藤幸子さんが希望の車いすのボランティアに

参加したのは、お母さまが15年間車いすでの生活

をされていたことがきっかけでした。 

 生活だけでなく、家族と桜を見に行ったり、旅

行に出かけたときも、いつもこの車いすに乗って

いたお母様。 

 亡くなられてからも老人ホームで使われていた

車いすが、8年後、希望の車いすに寄付されたの

です。 

 幸子さんは「あの車いすはお母さんが使ってい

たものだ！」とすぐにわかったそうです。 

 そして、妹さんお二人と3人で、この車いすを

クリーニングしました。シートの中身を取替え、

ホイールもピカピカに仕上げました。 

 この車いすがまた必要なところで、必要な方の手に渡ることを願って。 

5/18 ベトナム 1台 

6/15 タイ 2台 

6/21 モンゴル 1台 

6/29 ベトナム 1台 

7/13 タイ 1台 

7/14 マレーシア 1台 

8/11 韓国 1台 

8/11 中国 2台 

8/25  ベトナム 3台   

9/7 タイ 110台 

日本ウィル・チェアー訪問  



輸送ボランティアレポート  

ご協力、ご寄付ありがとうございました 

発 行 責 任 者  メリー・ペナー ： 

事 務 局  〒176-0012 東京都練馬区豊玉北1-12-3 聖書キリスト教会内 5階 ： 

T e l / F a x  03-5934-4004 ： 

E メ ー ル  info@k-kurumaisu.org ： 

ホームページ  www.k-kurumaisu.org ： 

郵 便 振 替  00180－3－686314  NPO法人希望の車いす ： 

銀 行 振 込  みずほ銀行 本八幡支店 普通1130823 NPO法人希望の車いす ： 

収    入 支    出 

団体寄付金 253,963 事務管理費 851,669 

個人寄付金 393,239 事業費 457,299 

企業寄付金 640,000 ※事務管理費： 

 事務手当、広告宣伝費 

※事業費： 

 輸送費  

集会寄付金  

個人会費 122,000 

団体会費 20,000 

雑収入 6,222 計 1,308,968 

計 1,435,424 繰越 745,036 

繰越 618,580 合計 2,054,004 

合      計 2,054,004  

2010年度会計報告 2010.04.01～2010.08.31  

伊藤忠商事株式会社、アイ.ティー.シーネットワーク株式会社、株式会社

ITCNアシスト、ボヴィス・レンドリース・ジャパン、有限会社 カリス・

アイエリ、豊島区社会福祉協議会、日本ウィールチェアー株式会社、水戸

針灸院、救世軍恵泉ホーム、NPO Vハート、聖書キリスト教会、保守バプテ

スト津田沼教会、保守バプテスト日本宣教団、山形ろう者キリスト教会、

久留米キリスト教会、東かがわ家の教会、ぶどうの木聖書教会、中庭 由

美子、佐藤 良子、長洲 孝勝・克子、坂田 仲市、谷 照子、福島 哲

之祐・和子、永井 匠、湯浅 玲奈、川崎 透・陽子、佐藤 照雄・幸

子、市川 尚子、宇佐 公興、中澤 博子、森本 憲夫・豊子、南田 政

浩、上山 のり子、武田 圭子、藤巻 真弓、川崎 廣、安立 和子、貝

塚 清美・麻名(敬称略) 

今回で３回目の「希望の車いす」の輸送ボランティアに参加しました。 成田で車椅子

を受け取りました。今回利用したJALさんには事前に車椅子のボランティアの件を伝

えてあったので、無事にスムーズにチェックインできました！ 重さも*２０キロ以内

は無料で運んでもらえるので、スーツケースと車椅子を合わせて２０キロにしてあり

ます。この２０キロは「希望の車いす」の皆

さんのおかげです。ぴったりの重さだった

ので！ クアラルンプールの空港では、到着

ロビーに現地のボランティアの「ビュー

ティフルゲート」の方が ２名迎えに来て

くれていました。その方に無事に車椅子を

引き渡せて今回のボランティアは終わり

ました。 私はクアラルンプールまでの車

椅子の送迎のボランティアでしたが、マ

レーシアで車椅子を利用される方に無事に届けるまでには、

日本とマレーシアの多くの方のボランティアの手が関わっています。今回その

一員に関わることができ、本当にうれしく思っています。  

中庭 由美子 
※航空会社や時期によって、重さや料金が変わります。 

 

第10回水戸クリーニングデイ  

8月29日(日)10回目を迎える水戸のクリーニングデイ

に、江古田から4人のボランティアが応援に参加

しました。朝8時15分に江古田を出発、日曜の朝の

快適な常磐道を北上、1時間半で水戸聖書バプテス

ト教会に到着。日曜礼拝では川崎満牧師から、今が

旬のおいしいぶどうのように、私たちも自分の人生

において、豊かな実を実らせる秘訣は何か、ヨハネ

15章からうなずけるお話をうかがいました。教会の

みなさんと昼食を一緒にした後、つくばビクトリー

チャペルのボランティアさんや茨城キリスト教学園の

学生さんたちが参加して、第10回の記念会、そしてク

リーニング。総勢約30名で作業を開始すると、みんな一所懸命。加えて

学生さんたちの若いパワーが全開で、なんと2時間で8台の車椅子が完

成。片付けの後、教会のご婦人方がまたまた用意してくださった食事を

とりながら交わり会。お互いにこれからも交流を深めることを約束し

て、水戸を後にしました。江古田に到着したのは午後8時前。充実の半日

でした。水戸の皆さん、ありがとうございました。  


